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〇⽣や⽣に近い状態で⾷べる⾷⾁料理の喫⾷場所については、「飲⾷店」が86％と最も⾼い。
〇⽣や⽣に近い状態での喫⾷理由については、「おいしいから」が65%、「お店を信⽤しているから」が33%。
「メニューにあったから」も25%と⾼い。

1‐②消費者の⾷⾁の⽣⾷に関する実態

〇質問 (⽣や⽣に近い状態での⾷⾁料理の喫⾷場所） 〇質問 (⽣や⽣に近い状態での⾷⾁料理の喫⾷理由）
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出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf
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〇⽣や⽣に近い状態で⾷べる⾷⾁料理の喫⾷による体調不良を⽣じた⼈は全体の15%。
体調不良経験者は男性、⼥性ともに20代が最多。

〇⼀⽅で、体調不良を経験した後でも、⽣⾷を継続する⼈が６割弱存在。
体調不良経験後でも喫⾷を継続するのは、『男性30代』が最も⾼かった。

1‐②消費者の⾷⾁の⽣⾷に関する実態

〇質問 (⽣や⽣に近い状態での⾷⾁料理の喫⾷による体調不良経験の有無）

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf
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〇体調不良経験後も⾷⾁の⽣⾷を継続する理由として、「おいしいから」が73%、「お店を信⽤しているか
ら」が35%、「消化器症状程度であればすぐに回復するから」が21%。

1‐②消費者の⾷⾁の⽣⾷に関する実態

〇質問 (体調不良経験後の⽣⾷等の⾷⾁料理の喫⾷理由）

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf
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〇⽣や⽣に近い状態での⾷⾁料理を⾷べない理由については、「⾷中毒の危険性があることを知ったから」
が54％と最も⾼い。

〇性別・年代別の結果では、「⾷中毒の危険性があることを知ったから」と回答したのは年代別では「50代」
が多く、性別では「⼥性」が「男性」を上回った。

1‐②消費者の⾷⾁の⽣⾷に関する実態

〇質問 (⽣⾷等の⾷⾁料理を⾷べない理由）

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf
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〇 ⾷⾁の安全性についての問題の正答率では、
・「カンピロバクター⾷中毒は、⽣⼜は加熱不⼗分な鶏⾁が原因で起こることが多い。」が43％、
・「⾷⾁に関係する⾷中毒により、筋⾁を動かす運動神経が阻害され、⼿⾜の⿇痺が起こるギランバレー

症候群などを発症し重症化することがある。」が 35％。

1‐③消費者の⾷⾁の安全性に関する認識
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579382454851,500回答数

89.688.583.767.186.3×⾷⾁は新鮮であれば⽣で⾷べても⾷中毒のリスクはない。

96.092.489.676.592.1×⾷⾁の種類を問わず表⾯が加熱されていれば内部は⽣でも安全である。

97.196.191.985.994.6×ハンバーグなどのひき⾁料理は表⾯が加熱されていれば⽣でも安全であ
る。

60.370.961.056.563.0〇⼦供や⾼齢者など抵抗⼒の弱い⼈が、⾷⾁を⽣⼜は加熱不⼗分な状態で
⾷べると重篤な⾷中毒になるおそれがある。

34.441.431.335.335.5〇⾷⾁に関係する⾷中毒により、筋⾁を動かす運動神経が阻害され、⼿⾜
の⿇痺が起こるギランバレー症候群などを発症し重症化することがある。

42.149.238.140.042.6〇カンピロバクター⾷中毒は、⽣⼜は加熱不⼗分な鶏⾁が原因で起こるこ
とが多い。

〇質問 (⾷⾁の安全性についての認識）

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf
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〇 消費者の「カンピロバクター」の認知は、「知っている」が17.6％、「聞いたことはあるが詳しくは
知らない」が47.9%、「初めて聞いた」が34.5%。

1‐③消費者の⾷⾁の安全性に関する認識

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
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〇 普段利⽤しているメディア・サービスは、「インターネット(ホームページなど)」が87.2%と最も⾼く、
次いで、テレビ(78.5%)、LINE(37.9%)、X(旧Twitter)(37.2%)、動画サイト(32.9%)。

〇 性別・年代別にみると、「インターネット（ホームページなど）」は「20代」が男⼥ともに他の年代に
⽐べて低く、「LINE」「Twitter（現X）」が「20代」「30代」で全体を⼤きく上回った。

〇普段利⽤するメディア・サービス（複数回答）

1‐④普段利⽤するメディア・サービス

出典︓⾷⾁の⽣⾷等に関する実態調査報告書（東京都福祉保健局）（令和４(2022)年３⽉発⾏）
https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/shokuhin/hyouka/houkoku/files/report‐r4nama.pdf




